
第１回学校訪問にみる各学校における取組 佐伯市立上野小学校

上野小学校では、「知る できる 友と考え 共に練る 楽しくいきる 上野の子」を目指し、授業づくりの充実による学級づくりを推進するとともに、地域協育コーディネーターとの
連携による多様な他者との関わりや各教科等の学びを関連付けながら、学んだことが実感できるよう取組を進めている。

取組概要

【学校マネジメントの工夫】
◆専門スタッフの活用や関係機関との連携を進め、児童支援につなげてい
る。（協育コーディネーター、SC、SSW、子育て支援課等）

◆協育コーディネーターとの連携により、地域のひと・もの・ことを活用した学
習活動及び各教科等との関連を図った学習を推進している。

工夫・ポイント

◆校務時間が効率的になるように学期に１回は見直しを実施したり、分掌
や役割、行事や校時表を見直している。取組を改善していけるように月に
１回運営委員会・衛生委員会を設置し、検討・見直しを行っている。

◆業務を効率的に進めるため、会議題の精選・ペーパーレス化、ICT活用を
進めている。

働き方改革の工夫

ノート指導の工夫

主体的な学びを促進する環境の工夫

７学級１１７名

授業づくりの工夫

ノートのマス目の数に合わせた板書、定規を使って丁寧に
電子黒板に実際の児童用ノートを提示してノート指導

読書月間に合わせた環境づくり、目標の設定 発表名人、話し方・聞き方を踏まえた協働的な学び


